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香川総合医療教育研究コンソーシアム

「チーム医療を考える三大学学生の集い」に参カロして
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●略詢大学連鷹支t■tの一 IFと tt'∫ ―ム
「

●を考える_
六宇 .‐生の賃い.が■成21年6月 6ヨに信ll文理大学ii川キ |ン
,ヽス●‖tされまし,● 本宇から■■il学科 キ庁ヽ書■料から
1,次生2,次生40名 ど川大学生学i3医学科 看:11.「  常●
文〕!ズ宇キ早J‖ 学科 ■科学■ 理工学lF:liFr工学11から
85名 :11?52が●11しまし11
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障学科の投■3名と学生還による■ i今●|イ|られました

iす 満の内容は十分で よありまIJんでしたか ,―ムE,に つい
て考えるよいさollす になったのではないかと思います ■2・・
は告人宇学生代 kの企画 |● T体 青館において

=大
学F成 0

チーム ●よる,ヽ レー■ ル人
=11行
われ その多 t・ 31会 にお

いこ ■,1発 友があり iRを しなから学生世の活発な交流か
イ]われました

●,1し たデ生じのアンケ トJl iて 本イベントについて
82%か有 [ム であ oたと答えており ■1いからも大■よい企
画であ oたとのりi]で した 10月 には各大学で■紅き,1る大学

■の日百コ 1も FI画 されてl.り 3人宇学生■イtのさらなる尭
展にIll南 したいと,いま J



7月 20日 (月
`唇

の日)午後1片より全学あげての4-フンキ,ンパスがイ
=わ
れました

全ltの 1'明 |●後 看I学科は学内を自由に見学 1塩床1妊学ll i機数のグループに分か
れての実:‖体

`' 
見学 その後 在学生や教戦 のL別 IR談が行われました 県内外 tり

「

li生 236名 俣El吉 102名と 大 :‖■●●(3● 0名収容)=人
'さ

らないほど多数のな
'1をいたださ ありがとうこさいました 来|:度 もJ様に実施する予定で■ また 10月
'7日に行われるい|=祭 (大学察)こ Jヽいても 在学生や教員による学内案内や説明をイ]い表す

ので 本学に卿 1伝のある方 よ IJひ l.起 しください
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本年度から学生に対して,こ常の「!4とは異なり付

'1価
4`の高い

内容を勉強させる′●めの教育訓演会を企画t ホ
=大
講■■で

6,]′ 1日 (日

'こ

円催しまtた

内容は |●古1也国で歩く彗川のL史 雪松城 卜に遊0二 十四
の↓■の世界をきよよう,と世して吾川県の[史 rf究家でぁる丼 ト
正夫博土が誹 ■しましだ ‖上完生は昭和3年に発イitた古1せ図
から百松市内の町並みの変化の話や 彗川県●1代表的作家である

■,■先生の 二十四の中 に登■する大石先生の実像に迫,ス
した +上先生によれば この大石先生は1:空の人1カではなく
実在するある人物を千フ レにしたのではないか,との新 tい学説

を発■し 叩味ある内容でした `1本 |:は大学にとって節8の 判
字 10■ 年を迎えるitめ  ・ Tたな崎|:と歩む)i床 1支査技,Fと地

||:,1111:'i■ illl= Litl tl=‐ |    ■1■■■■■■ , ´

製ヽ都三性の教育訂河会が 7月 21H(火 )キ ,ンバス内で
高松市ギ,[地区と交流のあるアメリカ ジ●―ジアIIエリし八―ト
ン市から 市|,生 6名 と引卒のリチャート キャンベル民を迎え
て‖11されました EI口 会は真語で行 IIれ 対象者は本学 1年

生と,11可 ltの 攻咄■ プログラ1、 は2』[に分力10最初の一
埼せよキヤンベ′サ氏

`よ
る.H●●tho● ,● ●od t●っ● |、、●●●

|● t卜●Uo■ od Sioi● ,(,′メリカに11ける医療と法行問題),

した記念フォーラムを企画し 4名の先

生に以下の内容
`つ
いて講 ,していた

だきました

り人宇院

“

育と臨ネな尉
=師
(11蒸嘉

=litt検綸宇′1長)2)韮床●i技師
の職域拡大に向けて (長村 ■― 鈴F医
■料学人手教授

' 3■
オ環場から』

行されるI絆嶼 n ttlT(硼 百茂実 本宇
教授)4)卒半■からみた臨ネ検合技:F
への■ (単口嶋技師 11:生 )いずれの

演
堵

内容 i,今 iたの臨庁枚査技lTに 対■る1,い 思いかl●わり 宇十にとっ

て急ヽある日と1,り ました

ヽ■|=`■ t,1■ t
′

というテーマでの計演 後の:片 l●l半はアメリカからの学生と本

学の学生 又はキャンベル■と教■ :!を含むグループティスカッ

ションでした |卜 にグルーフディスカッションの時に会
=が
盛り

上が,■ 加者がわくI● くした11子でした 全て真語で行わ‖る
初めての行手でしたか にの国のL摘と■●こついての知itt
i=る手と同時に 学生及びlt■ |●真詰l「やJ際交.‐にとって
も有章.●な教育証,含でした
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硬式庭球サークル

私たち硬式麟 サークルは 現在30人て 週2回活動していま魂 み なヽで楽しく
テニスをする をモットーに先壼後輩の分け隔てなく仲良くテ=スをしていれ
門るtヽ部員ばかりなので いつもコートには実韻が絶意 せん。テ=ス以外でも

新入生歓璧 や夏の合宿などで親陸を深めていま,ま た 年2回愛媛県立医療技
術大学との交流会もあり 今後馳 大字との交流を続けていく予定で,

■猥学科 24渡辺 あずさ

子宮頸 (けい)がん

日本では毎年約12000人が子宮頸力%に罹患し 約3500人
のない命が奪われていま

'た
とえ死亡に至らないまでも こく初

期のがんを除いては子宮摘出となる可能性が高く その場合は妊
娘や出産ができなくなることはもちるん ,眠障害などの後退症に
より日常生活に支障をきたすこともありま,●●宮頭がんは 若い
女性から年齢の高い女性まで すべての年代の女性に起こる可能

性があるがんですが 20代～30代で急増しているのが特徴です

(図 1)したがって これから結婚や出産を迎える年代にとっては
特に深刻で,
子宮頸がんは 発がん性のヒトパピローマウイルス(HPV)と ヽヽう

ウイルスの持統的な感来が原因となって発症しま,HPVの 子宮
顆部への感染まほとんどが性交渉によるもので 忙交渉によって子

富頸部粘膜に微細な傷が生じ そこからウイルスが侵入して感染

が起あ と考え●●れています このウイルスに感来すること自体は

決して特別なことではなく 性交経験がある女性であれば誰でも感

染する可能性がありま,HPVこ感来しても ほとんとの場合感染

図1子宮要がんの罹患手と死亡率 (日本人女性)
|● |

図2 HPVの感染から子宮頸がん発症まで

この段階になると 多くの蛤
子宮獨出が必要になる

は一過性で ウイルスま自索に,1除されま●.しかしウイルスが,1除

されずに長期l・糖 染が続くと こく一部のケースで数年～十数年間
の前がん病変 (がんになる前の異常な細胞)を経て子宮駁がんを発

症します(図2).HPVの 感染は,1常に一般的です力ヽ 子宮頸力
"発症に至るのはこく稀で魂 しかし HPVに感築した後にとのようなタ

イプの人力|●●宮頭がんを発症するかは分かっていないため 子宮駁

がんを発症する可1誰は護にでもあることになりま■
HPVが子宮頭部に感染してから子宮頸がん発症までは数年～
十数年を要するため この間に子宮頸がん検診によって前がん病変

を早期発見し 治療することが可能です(図2)また 原因である
HPVの感染を予防するワクチンも開発されており 欧米をはじめ
とする世界100,国 l_上で発売されています 日本でも近い将来
このワクチンが使月できる見込みで 子宮頸がん罹患事の低下が

■l待されます

看晨学II 教授 畢  幸 吉

10月17日●撤籠祭(大学祭) 11月6日O 公開講座

…

テーマ「芽～kizashi～」

…

      
「健やかに生きよう」

11月 21日〈土)推薦入試(看護学科 臨床検査学科)
2月 25日 (木〉一般前期入試(看置学科 臨床検査学科ン3月 12日 (金〉一般後期入試(看議学科)
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